
｜「帯状疱疹」とは？

｜どんな人が発症しやすいの？

生ワクチン 不活化（組み換え）ワクチン
接種回数 1回 2回（2～6か月間隔）
接種方法 皮下注射 筋肉注射
接種対象年齢 50才以上 50才以上

(70%以上)　ー 疼痛
(30%以上)接種部の発赤 接種部の発赤・筋肉痛・疲労
(10%以上)搔痒感、熱感、腫脹、
疼痛

発熱、頭痛、腫脹、悪寒、胃腸症状

(1年後)6割程度の予防効果 9割以上の予防効果
(5年後)4割程度の予防効果 9割程度の予防効果
(10年後)データなし 7割程度の予防効果

病気や治療のため免疫力の低下し
た人への接種

不可 可能

価格 安い 高い

接種料金 生ワクチン 不活化（組み換え）ワクチン

65歳～(5歳刻み)助成対象者 4,400円
1回につき　22,000円
2回で　　　44,000円

50歳、55歳、60歳　栗原市任
意予防接種対象者　※申請無し
対象外の方と同様

8,000円
1回につき　11,000円
2回で　　　22,000円

⇩ ⇩ ⇩
栗原市任意予防接種対象者助成額
※申請有り（支所で申請）

3,000円
1回につき　17,000円
2回で　　　34,000円

助成対象外の方 8,000円
1回につき　11,000円
2回で　　　22,000円

主な副反応

予防効果

2016年から帯状疱疹の予防目的に生ワクチン（乾燥弱毒生水痘ワクチン「ビケン」）が50歳以上を対象に接種でき
るようになりました。2020年から従来の生ワクチンと比較して、より予防・持続効果が高い不活化（組み換え）ワ
クチン（シングリックス®️「グラクソ・スミスクライン」）も接種できるようになりました。それぞれのワクチン
には下記のような特徴があります。

50歳以上になると発症しやすくなり、日本では80歳までの約3人に1人が帯状疱疹になるといわれています。

早期に治療を行うと通常2週間程度で皮膚の症状は改善しますが、治療が遅れたり症状が強かったりするときは、後遺
症として痛みが残ってしまう場合があります。

帯状疱疹とは、身体の左右どちらか一方の皮膚にピリピリとした刺すような痛みと、それに続いて赤い斑点と小さな
水膨れが帯状に出現する病気です。水痘(すいとう)・帯状疱疹ウィルスが原因といわれています。

帯状疱疹には予防のためのワクチンがあります

帯状疱疹予防のワクチンについて
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